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推薦の言葉

こ
の
ほ
ど
、
旧
制
台
北
高
等
学
校
の
同
窓
会
誌
『
蕉
葉
会
報
』
全
一
〇

七
号
が
三
巻
に
ま
と
め
ら
れ
復
刻
さ
れ
た
。
原
本
編
者
は
同
校
卒
業
で
、

同
窓
会
の
運
営
に
長
く
携
わ
り
会
長
も
務
め
た
蔵
本
人
司
氏
。

台
北
高
等
学
校
は
、
戦
前
期
日
本
の
植
民
地
に
お
け
る
唯
一
の
高
等
学

校
で
、
一
九
二
二
年
台
湾
総
督
府
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
同
格
の
学
校
に

京
城
帝
国
大
学
予
科
が
あ
る
。

戦
前
期
の
学
校
制
度
で
は
、
高
等
学
校
は
帝
国
大
学
・
官
立
大
学
に
つ

な
が
る
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
の
中
核
に
位
置
す
る
高
等
予
備
教
育
機
関
で
、

全
国
に
三
十
四
校
あ
っ
た
。
大
半
は
高
等
科
（
三
年
制
）
で
、
尋
常
科
を
併

せ
持
つ
七
年
制
は
九
校
の
み
。
台
北
高
等
学
校
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
同

校
は
一
九
四
五
年
敗
戦
に
よ
る
閉
校
ま
で
、
二
〇
余
年
に
わ
た
り
存
続
し

た
。
卒
業
生
（
同
窓
生
）
は
二
、
四
〇
〇
名
（
う
ち
台
湾
人
は
六
五
〇
名
）。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
現
在
国
立
台
湾
師
範
大
学
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

同
校
の
教
授
陣
に
は
、『
次
郎
物
語
』
の
下
村
湖
人
や
『
万
葉
集
』
研
究

者
の
犬
養
孝
ら
が
あ
り
、
彼
ら
の
す
ぐ
れ
た
指
導
の
も
と
、
生
徒
た
ち
は

か
な
り
リ
ベ
ラ
ル
な
カ
レ
ッ
ジ
・
ラ
イ
フ
を
享
受
。
そ
の
中
か
ら
上
山
春

平
（
歴
史
家
）・
武
谷
三
男
（
理
論
物
理
学
者
）・
園
部
逸
夫
（
最
高
裁
判
事
）

な
ど
、
多
彩
な
人
材
が
輩
出
し
た
。
邱
永
漢
（
作
家
・
経
済
評
論
家
）
や
李

登
輝
（
中
華
民
国
総
統
）
の
名
も
見
え
る
。
彼
ら
の
活
動
は
、『
蕉
葉
会
報
』

に
も
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

『
蕉
葉
会
報
』
は
、
一
九
六
一
年
同
窓
会
の
発
足
と
同
時
に
発
行
さ
れ
、

一
時
中
断
を
は
さ
ん
で
二
〇
一
三
年
ま
で
五
〇
余
年
に
わ
た
り
継
続
刊
行

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
や
意
義
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
付
さ
れ
た
台
湾
文
学

研
究
者
・
河
原
功
氏
の
解
説
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

台
北
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
拙
編
『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成

（
台
湾
篇
）』（
全
十
二
期
・
一
二
一
巻
）
に
学
校
要
覧
や
関
係
公
文
書
を
収
録
、

そ
の
設
立
運
営
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

『
蕉
葉
会
報
』
は
、
こ
れ
ら
公
文
書
類
か
ら
は
窺
い
得
な
い
当
時
の
同
窓

会
や
会
員
の
活
動
状
況
な
ど
を
詳
し
く
伝
え
て
お
り
、
植
民
地
期
台
湾
の

教
育
史
研
究
を
深
め
て
行
く
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
は
、
旧
七
年
制
台
北
高
等
学
校
卒
業
生
に
と
っ
て
、
創
立

一
〇
〇
周
年
を
祝
う
年
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
敗
戦
を
機
に
、
母
校
は
そ
の
二
三
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

日
本
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
台
湾
か
ら
の
退
去
を
命
じ
ら
れ
、
一
時
は
中

華
民
国
へ
の
「
光
復
」
を
喜
ん
だ
台
湾
人
卒
業
生
、
在
校
生
は
裏
切
ら
れ
、

三
八
年
に
及
ぶ
戒
厳
令
下
の
苦
渋
を
味
わ
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
誰
が

想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
日
本
に
引
き
揚
げ
た
卒
業
生
・
在
校
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

人
生
を
切
り
開
く
た
め
の
時
間
を
要
し
、
全
国
規
模
の
同
窓
会
組
織
「
蕉

葉
会
」
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
一
六
年
も
経
っ
た
一
九
六
一
年
の
事

で
し
た
。
同
時
に
発
行
さ
れ
た
『
蕉
葉
会
報
』
は
先
生
方
、
同
窓
生
の
消

息
、
業
績
を
知
り
、
会
員
の
絆
を
強
め
る
貴
重
な
媒
体
と
な
っ
た
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。

そ
の
「
蕉
葉
会
」
も
会
員
の
老
齢
化
と
と
も
に
、
総
会
出
席
者
も
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
、
台
湾
で
の
創
立
八
五
周
年
記
念
（
二
〇
〇
七
年
）
に
は

日
本
か
ら
の
出
席
者
は
わ
ず
か
九
名
と
い
う
状
態
で
し
た
。

台
北
高
校
の
敷
地
・
校
舎
を
継
承
し
た
国
立
台
湾
師
範
大
学
で
は
、
台

北
高
校
の
「
自
由
・
自
治
」
の
綱
領
を
大
学
の
綱
領
と
し
て
採
択
し
、
さ

ら
に
一
九
二
二
年
を
も
っ
て
師

範
大
学
の
創
立
年
と
す
る
事
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
伝

え
る
た
め
、
二
〇
一
九
年
四
月

に
は
呉
正
己
学
長
一
行
に
、
台

湾
側
同
窓
会
の
辜
寛
敏
会
長
が

来
日
、「
蕉
葉
会
」
の
後
を
継

い
だ
「
蕉
兵
会
」
に
お
い
て
発

表
さ
れ
、
私
た
ち
会
員
と
会
友

は
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

創
立
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
り
、

「
台
北
高
校
戦
後
史
」
と
も
言
う

べ
き
『
蕉
葉
会
報
』
を
復
刻
し

て
く
だ
さ
る
事
は
、
単
に
卒
業

生
や
遺
族
の
み
な
ら
ず
、
台
北

高
校
を
テ
ー
マ
に
す
る
研
究
者

に
と
っ
て
も
、
有
意
義
こ
の
上

も
な
い
事
で
、
感
謝
を
も
っ
て

推
薦
す
る
も
の
で
す
。

台
北
高
等
学
校
同
窓
会
誌
に
つ
い
て

旧
制
台
北
高
等
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
を
祝
し
て
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推薦の言葉

こ
の
度
、
復
刻
版
『
蕉
葉
会
報
』
が
河
原
功
氏
の
解
題
に
よ
り
出
版
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
制
台
北
高
等
学
校
（
通
称
『
台
高
』）
は
、
敗
戦
ま

で
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た
台
湾
の
台
北
市
に
あ
っ
た
旧
制
高
校
で
あ
り
、

現
在
も
建
物
は
存
在
し
て
い
る
と
思
う
。
私
は
当
時
台
北
一
中
を
卒
業
後

台
高
に
入
学
と
同
時
に
学
友
と
共
に
召
集
さ
れ
、
陸
軍
二
等
兵
と
し
て
、

台
湾
海
峡
に
近
い
山
の
中
で
、
敵
だ
っ
た
中
国
軍
や
ア
メ
リ
カ
軍
の
上
陸

に
備
え
て
い
た
。
私
は
当
時
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
敗
戦
に
よ
り
命
拾
い
を

し
、
台
高
に
復
学
し
た
が
、
間
も
な
く
引
き
揚
げ
と
な
り
、
金
沢
に
あ
っ

た
旧
制
第
四
高
等
学
校
に
編
入
し
た
の
で
、
台
高
は
卒
業
し
て
い
な
い
。

私
は
、
占
領
下
に
、
旧
制
高
校
を
廃
止
し
た
の
は
、
占
領
軍
の
誤
解
で

あ
り
失
敗
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
日
本
の
軍
国
主
義
と
旧

制
高
校
の
制
度
と
は
、
全
く
関
係
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
当
時
旧
制
高
校
の
気
風
で
は
、
表
に
は
出
さ
な
い
も
の
の
、
む
し

ろ
自
由
主
義
や
反
戦
思
想
の
気
風
に
満
ち
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

『
蕉
葉
会
報
』
は
、
旧
制
高
校
の
歴
史
を
知
る
上
で
真
に
貴
重
な
資
料
で

あ
り
、
こ
の
度
河
原
功
氏
の
入
念
な
解
説
に
よ
り
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
戦
後
の
教
育
改
革
は
、
輝
か
し
い
も

の
が
多
く
あ
っ
た
が
、
行
き
過
ぎ
も
あ
っ
た
。
旧
制
高
校
の
廃
止
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。
旧
制
高
校
に
つ
い
て
思
い
出
の
あ
る
皆
様
は
も
と
よ
り
、

若
い
年
代
の
諸
君
に
も
、
読
ん
で
頂
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

旧
制
台
北
高
等
学
校
の
日
本
人
同
窓
会
「
蕉
葉
会
」
に
よ
る
会
誌
『
蕉

葉
会
会
報
』（
第
四
号
か
ら
改
名
し
て
『
蕉
葉
会
報
』）
が
、
一
九
六
一
年
五
月

の
第
一
号
か
ら
二
〇
一
三
年
六
月
の
最
終
号
ま
で
、
こ
の
た
び
日
本
の
不

二
出
版
よ
り
、
一
般
財
団
法
人
台
湾
協
会
が
収
蔵
し
て
い
た
原
本
を
も
っ

て
復
刻
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
同
協
会
参
与
の
河
原
功
先
生
の
書
か

れ
た
「
解
題
」
に
よ
っ
て
、
台
北
高
校
の
み
な
ら
ず
旧
制
高
校
全
般
の
教

育
史
に
関
す
る
研
究
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

戦
後
の
台
湾
で
は
、
台
湾
人
の
校
友
に
よ
る
「
台
北
高
等
学
校
同
学
会
」

が
既
に
一
九
四
七
年
か
ら
活
動
し
、
同
窓
会
名
簿
も
編
集
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
日
本
は
米
国
に
占
領
さ
れ
、
経
済
復
興
が
急
務
で
し
た
。
日
本
の

校
友
は
、
就
学
、
求
職
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
同
窓
会
「
蕉
葉
会
」

の
設
立
は
一
九
五
〇
年
と
遅
れ
、
よ
う
や
く
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
一
年
か
ら
『
蕉
葉
会
会
報
』
の
発
行
に
懸
命
に
取
り
組
み
、
二
〇

一
三
年
の
第
一
〇
七
号
ま
で
毎
年
二
、
三
回
発
行
さ
れ
、
五
二
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
蕉
葉
会
は
二
〇
一
五
年
、
会
員
の
高
齢

化
に
よ
り
解
散
し
ま
し
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
台
北
高
校
は
植
民
地
時
代
の
台
湾
に
日

本
が
設
立
し
た
唯
一
の
高
校
で
あ
り
、「
エ
リ
ー
ト
の
中
の
エ
リ
ー
ト
」
を

育
成
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
で
は
鹿
野
忠
雄
、
東
嘉
生
、
濱
田
隼
雄
、
小

田
稔
、
小
田
滋
、
上
山
春
平
等
が
、
台
湾
人
で
は
李
登
輝
、
辜
振
甫
、
李

鎮
源
、
王
育
德
、
邱
永
漢
、
徐
慶
鐘
、
楊
基
銓
等
が
、
台
北
高
校
で
育
て

ら
れ
た
エ
リ
ー
ト
で
す
。

台
北
高
校
の
事
績
を
調
べ
る
と
き
、
現
在
『
台
北
高
等
学
校
』
や
『
獅

子
頭
山
賛
歌　

自
治
と
自
由
の
鐘
が
鳴
る
』
な
ど
、
台
北
高
校
の
正
史
と

い
え
る
資
料
や
、『
台
湾
協
会
報
』、『
愛
光
新
聞
』
等
に
部
分
的
に
関
連
す

る
資
料
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
戦
前
植
民
地
時
代
の
エ
リ
ー
ト
養
成
教

育
の
歴
史
、
あ
る
い
は
日
本
と
台
湾
の
卒
業
生
同
士
の
「
絆
」、
さ
ら
に
比

較
的
早
い
時
期
の
台
北
高
校
の
歴
史
を
完
全
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
『
蕉
葉
会
報
』
が
日
本
人
と
台
湾
人
の
卒
業
生
の
思
い
出
を
と
ら
え
る

た
め
の
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
り
ま
す
。

『
蕉
葉
会
報
』
に
つ
い
て
の
推
薦

推
薦
の
辞

園
部
逸
夫
（
台
北
高
校
終
戦
時
在
校
、
元
最
高
裁
判
事
）

蔡 

錦
堂
（
元
國
立
台
灣
師
範
大
學 

台
灣
史
研
究
所 

教
授
）



関
連
図
書
の
ご
案
内

●
Ｂ
４
／
Ａ
５
（
付
録
２
冊
）
判
・
上
製
・
総
２
、５
５
２
頁

●
定
価
１
８
７
、０
０
０
円
（
本
体
１
７
０
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

戦
後
、
台
湾
引
揚
者
ら
の
相
互
支
援
活
動
の
た
め
発
行
し
た
数
々
の
新
聞
・
会

報
等
を
収
集
・
復
刻
。
日
台
関
係
史
研
究
、
引
揚
者
の
足
跡
、
労
苦
を
辿
る
た
め

の
重
要
資
料
で
あ
る
。

●
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
２
、０
７
０
頁

●
定
価
１
０
４
、５
０
０
円
（
本
体
９
５
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